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第353号　　　　　　　　　　　　　　　　塵⑰鍔めが（2）

消防出初式の案内
新春をかざる、郡内消防合同出初式が

60年度は遠賀町で開催されます。避賀町

消防団貝による小隊訓練をはじめ、ポン

プ奉摸法、はしこ車操法、分列行進等の

披鐙があり、各表彰者の伝達式の後、祝

賀放水を行います。

＞日　時　昭和60年1月13日（日）

10時－12時

＞場　所　遼賀総合運動公園グラウンド

今年の出初式一間桓町にて－

撫
葉
書
に
も
暮
し
韓
く
を

水
道
管
を
ま
も
り
ま
し
ょ

繁
さ
謹
菅
を
．

夜
の
冷
え
込
み
にご

注
意
を

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
四
度
以
下
に
な
り
ま
す

と
水
道
の
水
が
凍
っ
た
り
、
水
道
管
が
破
れ

つ
し
た
り
し
ま
す
。
と
く
に
多
い
の
は
次
の

よ
－
つ
な
所
で
す
。
。
水
道
管
が
む
き
た
し
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
・
水
道
管
が
北
向
き
に

あ
る
と
こ
ろ
。
風
あ
た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に

あ
る
水
道
管

水
道
管
の

冬
じ
た
く
に
は

水
道
管
や
じ
命
日
の
部
分
に
は
保
温
材
を

取
り
つ
け
て
く
だ
さ
い
∵
手
近
な
も
の
と

し
で
は
布
、
ナ
ワ
、
フ
ェ
ル
ト
、
コ
モ
な
ど

を
絵
の
よ
う
に
巻
き
つ
け
て
保
温
し
ま
す
。

そ
し
て
保
温
材
が
め
れ
な
い
よ
う
に
ビ
一
丁

ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
保
温
工
雄
は
、
水
道
修
繕
セ

ン
タ
ー
で
も
取
扱
い
ま
す
。

水
道
管
が
凍
っ
て

水
が
出
な
い
と
き
は

タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ゆ

っ
く
り
と
風
呂
の
残
り
水
な
ど
の
ぬ
る
ま
湯

を
か
け
て
と
か
し
で
く
だ
さ
い
。
熱
湯
は
絶

対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

遠
賀
都
市
計
画
用
途
地
域
及
び

準
防
火
地
域
の
変
更
に
つ
い
て
（
決
定
）

破
れ
つ
し
た
と
き
は

止
水
せ
ん
を
し
め
て
水
を
止
め
、
破
れ
つ

し
た
部
分
に
布
か
テ
ー
プ
を
し
っ
か
り
と
巻

き
つ
け
て
応
急
手
当
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
水
道
修
聾
セ
ン
タ
ー
に
修
理
を
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

◎
申
闇
市
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

舘
（
2
4
6
）
ュ
4
5
0

用
途
地
域
及
び
遣
防
火
地
域
の
変
更
に

つ
き
ま
し
て
は
、
変
更
案
の
縦
覧
終
了
後

福
岡
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会
で
菜
蕊
さ

れ
県
知
叫
の
承
認
を
受
け
、
都
市
計
画
法

第
2
0
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
ま

し
た
の
で
、
同
条
第
2
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
都
市
計
画
の
図
書
を
公
衆
の
縦
輝
に

供
し
ま
す
。

▽
用
途
地
域
の
変
更
区
域

o
大
字
尾
崎
の
一
部
（
尾
崎
団
地
）

o
大
字
軟
渋
の
一
部
（
新
町
区
の
一
都

旧
館
区
の
一
都
、
境
涯
区
の
一
部
）

9
大
字
は
渡
の
一
都
（
秋
霜
地
区
）

・
大
字
木
守
の
一
部
、
大
字
浅
木
の
一

部

▽
準
防
火
地
域
の
変
更
区
域

。
大
字
広
渡
の
一
部
（
新
町
区
の
一
部

旧
館
区
の
一
部
、
鹿
渡
区
の
一
部
）

▽
饗
韻
所
遠
賀
町
役
助
建
設
課

成

人

3
－
，
－
－
●
I
I
与
ふ
っ
3
．
．
●
－
、

血
生
．
－
．
．
．
．
．
！
“
．
…

タ
ン
ポ
ー
ル
ケ
ー
ス

成
人
式
の
案
内

成
人
－
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
ざ

れ
る
二
〇
歳
の
み
な
さ
ん
を
祝
い
、
励
ま
す

た
め
、
遠
賀
町
で
は
、
次
の
記
念
行
噂
を
行

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
隼
1
月
L
5
日
（
火
）

受
付
　
8
時
如
分
～
9
時
0
0
分

式
典
　
9
時
0
0
分
－
1
2
時

▽
場
所
　
由
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
日
　
程
・
式
典

。
記
念
講
演

諮
師
北
九
州
Y
M
C
A
総
主

塙

藤
本
新
二
先
生

演
題
「
も
っ
と
ま
っ
赤
に
も
え

て
み
ろ
」

。
記
念
撮
影
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薗

ご利用ください－

中央公民館図番率では、

たくさんの木を用意してみ

なさんの来館をお待ちして

います。

交通事故のご相談は

お気軽にどうぞ

無料でご椙談Iこ応じております

午前9時半一午後4時40分（平日）

土曜日は正午まで（第2土曜日は休みます）

⑥専門の拍減員が親身になって相談に応じます

㊥弁護士相談日　毎週仝曜日牛後1時－4時

社囲土人　日本損害保険協会

小倉自動車保険霜求椙韻センター

北九相聞、命北区紺鹿町9－1

明治生命小倉ヒル8陪　小食調査和裁所内

aO93－521－2140（諒通）　093－541－1531

電話のご相骸もお受けします

」

防
止
し
よ

あ
わ
た
だ
し
い
年
の
瀬
と
も
な
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
事
故
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す

が
、
国
鉄
で
は
特
に
踏
切
郵
故
防
止
の
た

め
、
海
賊
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
四
月
か
ら
十
一
月
薬
ま
で
、
門
司
鉄

道
管
理
局
小
倉
中
央
鉄
道
公
安
室
管
内
で
発

生
し
た
郵
政
件
数
は
、
七
十
三
件
、
死
亡
者

三
名
、
け
が
二
名
と
、
い
た
ま
し
い
駿
撞
着

が
出
て
い
ま
す
。

◎
無
謀
運
転
が
原
因

L
e
断
機
看
破
襲
破
し
た
も
の二

十
九
件

離
報
を
無
視
し
た
も
の
　
　
　
十
二
件

列
車
の
面
前
を
横
断
し
た
も
の
　
大
伴

◎
安
全
不
確
認
が
原
因

不
用
轍
に
停
止
位
筒
を
越
え
た
も
の十

三
件

未
熟
に
よ
る
狭
い
踏
切
で
の
落
輪
　
大
伴

運
転
技
術
が
未
熟
の
エ
ン
ス
ト
　
七
件

∧
最
近
の
事
故
例
∨

十
二
月
七
日
、
午
前
八
些
二
十
三
分
こ
ろ

鹿
児
島
本
線
の
遠
賀
川
、
海
老
津
駅
脚
自
宅

踏
切
で
普
通
貨
物
薬
用
革
と
の
市
政
が
発

隼
：
蘭
報
機
が
鳴
動
し
て
い
る
の
に
進
入
し

た
た
め
、
踏
切
内
で
立
往
生
し
、
折
か
ら
進

行
し
て
き
た
特
急
と
衝
突
。
乗
用
車
は
大
破

し
、
特
急
列
車
を
二
時
間
二
十
分
停
車
さ

せ
、
五
本
連
休
、
延
十
七
本
三
百
分
遅
延
さ

せた。＜
対
窮
＞
あ
わ
て
ず
に
、
そ
の
ま
ま
突
き

破
り
脱
出
し
、
そ
の
後
最
寄
り
の
駅
、
韓
紫

に
連
綿
す
る
こ
と
。

香

典

返

し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
銭

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
墓
相
を
お
祈
り
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
柴
田
ツ
ル
ヱ
様

（
末
寺
）
　
柴
田
　
勝
奥
様

故
井
ロ
ス
マ
子
様

（
鬼
津
）
　
井
口
　
晴
彦
様

故
石
井
ア
サ
子
様

（
虫
生
津
）
石
井
政
次
様

民

俗

資

料

寄

贈

・
竜
吐
水

・平鍬吉
野
　
星
霜
（
虫
生
津
）

図

書

の

寄

贈

山
崎
　
久
雛
械
（
遼
賀
川
）

箆
轟
③
⑦
㊧
合
め
へ

昭
和
的
年
2
月
l
日
に

年8
5
農
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す

胆

嚢

業

態

舘

は

正

し

い

統

計

か

ら

農
薬
を
め
ぐ
る
厳
し
い
詣
耶
慨
に
対
処
し
て
、
そ
の
対
術
を
た
て
る
の
に

何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
は
、
盤
葉
の
現
状
を
は
っ
き
り
知
り
、
ど
の
よ
う
な

地
域
で
ど
の
よ
う
な
廃
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

問
題
が
発
生
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
す
。

農
薬
セ
ン
サ
ス
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
腰
薬
の
姿
を
統
計
と
し
て
正
確

に
と
ら
え
る
こ
と
を
主
眼
と
し
て
い
ま
す
。

・
セ
ン
サ
ス
で
知
っ
た
わ
が
村
よ
そ
の
村

・
参
加
し
て
未
来
を
ひ
ろ
く
農
業
セ
ン
サ
ス

・
セ
ン
サ
ス
は
明
日
の
農
業
ひ
ら
く
鍵

「
「
！
i
”
き
こ
ー
ー
”
”
－



iシートベルトがゐなたの命を救います！

）4（緋閥人
的⑭塵

〔
基
盤
語
義
び

「
章
を
連
語
中
、
塵
か
ら
振
落
し
て
一
－
一
回
厳
し
、
車
が
逆
さ
ま
に
な
っ

て
止
ま
っ
た
時
に
は
、
宙
づ
り
の
状
態
で
し
た
。
で
も
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
締
め
て
い
た
お
か
げ
で
、
ほ
と
ん
ど
衝
撃
が
な
く
、
肩
に
か
す
り
傷
を

負
っ
た
だ
け
。
生
き
て
い
ら
れ
た
の
か
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
締
め
て
い
た
お
か
げ
で
、
命
が
助
か
っ
た
ほ
ん
の
一
例
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
車
を
運
転
す
る
と
き
の
〝
命
綱
〟
　
－
　
し
か
し
、

着
用
率
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
ド
ー
プ
イ
バ
ー
十
人
中
三
人
に
も
満
た
な
い
、

と
い
う
膜
か
お
し
い
実
物
で
す
。
そ
し
て
、
「
自
動
車
乗
車
中
の
死
者
の

九
八
％
が
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
」
　
（
警
察
庁
田
査
）
と

い
う
見
逃
せ
な
い
結
果
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

：
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
す
る
と
、
運
転
姿
勢
が

正
し
く
保
た
れ
運
転
波
労
が
醇
減
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
安
全
窓
誠
も
向
上
す
る
な
ど
事

故
を
予
防
す
る
効
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

・
衝
突
事
故
に
遭
っ
た
場
合
は
、
フ
ロ
ン
ト

ガ
ラ
ス
や
車
内
の
突
起
物
に
、
頭
や
胸
部
を

強
打
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す
∵
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
れ
ば
、
頭
薬
骨
骨
折
や
脳
挫
傷

な
ど
に
よ
る
死
亡
は
、
半
分
以
下
に
お
さ
え

ら
れ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

・
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
起
こ
る
車
外
放
出

を
防
ぎ
ま
す
。

・
転
落
時
の
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶
し
た
り
負
傷

し
た
り
す
る
こ
と
を
防
ぎ
、
自
力
で
脱
出
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

み
　
な
　
ぎ
ー
ん

お
い
で
く
だ
さ
い

第
三
回新

春
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
か
れ
ま
す

青
少
年
健
全
育
成
油
菜
の
一
環
と
し
て
、

本
毎
度
も
新
審
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
伸
し
ま

す。
こ
家
族
そ
ろ
っ
て
の
来
場
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
1
月
1
2
日
（
土
）

1
4
時
～

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
出
　
演
・
遠
賀
町
ジ
ニ
ラ
吹
奏
楽
団

・
遠
賀
町
少
年
少
女
合
唱
団

・
そ
の
他
町
内
各
小
中
学
校
か
ら

応
援
出
演

▽
主
　
催
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会

吟
詠
（
詩
吟
）

同
好
会
員
募
集

こ
の
度
、
樋
渡
（
旧
姓
森
福
）
湊
宗
先
生

を
迎
え
て
、
吟
詠
同
好
会
を
結
成
し
、
新
巻

の
一
月
八
日
に
発
会
式
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
索
人
ば
か
り
の
集
ま
り
で
、
初
心

者
大
歓
迎
で
す
。

僅
環
と
美
容
の
た
め
に
も
、
補
っ
て
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
週
火
筒
日

▽
時
　
間
　
1
8
時
～

▽
場
　
所
遠
賀
川
地
区
公
民
館

▽
会
　
費
　
月
額
一
二
千
円

▽
入
会
金
　
二
千
八
百
円
（
主
と
し
て
資
料

代）

▽
申
込
先
　
遠
賀
川
　
井
L
i
爾
文
節
（
2
9

3
）
0
0
0
1

台
所
や
風
呂
場
の
電
気
器
具
は

防
湿
構
造
の
も
の
を

使
い
ま
し
ょ
う

島
門
小
学
校
母
親
学
級

同
窓
会
の
集
い

本
毎
度
か
ら
想
絞
会
と
一
緒
に
会
合
を
も

ち
ま
す
。
初
め
て
の
試
み
で
す
の
で
、
多
数

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望

者
は
、
地
区
世
話
人
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
1
月
6
日
（
日
）

n時－

▽
場
　
所
　
か
ね
や
す
（
芦
屋
町
山
鹿
）

バ
ス
に
て
送
迎

▽
内
容
　
総
会
行
孤
と
懇
親
会

▽
会
　
費
　
六
千
円

▽
締
切
日
　
1
2
月
2
9
日
（
土
）
ま
で

▽
地
区
世
話
人
　
矢
野
薗
美
子
（
島
津
）

金
崎
か
す
え
（
若
松
・
道
管
）
　
古
石
初

枝
（
鬼
津
）
　
宮
田
美
枝
子
（
尾
崎
）

長
野
和
子
（
別
府
）
　
柴
田
つ
や
の
（
今

古
賀
）
　
安
高
み
つ
る
（
遠
賀
川
）
　
水

上
寿
美
子
（
新
町
）
　
吉
永
千
代
子
（
暖

波
・
旧
停
）
　
柴
田
和
子
（
松
ノ
木
）

甲

I

I

A
閲
閻
圃
圏
圏
拶
V

河
中
蹄
審
　
選

疎
遠
の
運
動
会
へ
の
案
内
状
眺
め
つ
つ
い
て

そ
の
日
符
た
る
る
　
　
　
高
崎
　
そ
の

運
動
会
最
後
を
走
れ
る
動
き
に
吾
が
遠
さ
日

の
姿
重
な
る
　
　
　
　
一
団
　
房
子

雅
雄
し
く
も
男
女
交
わ
り
取
り
組
み
し
川
中

島
に
湧
く
運
動
会
場
∴
∴
∴
電
話
∴
i
勝

幼
稚
園
の
運
動
会
は
孟
状
よ
り
そ
の
ち
ち
は

は
が
主
役
と
な
り
ぬ
　
　
　
広
田
ま
つ
よ

運
動
会
紅
目
の
玉
乱
れ
飛
び
玉
入
れ
舘
に
見

る
見
る
入
る
　
　
　
　
　
高
崎
咲
壮

整



第353号（5）慮⑰筋

曳しいゴミの出し方

°収集日の麟L t1着から八蘭までに出し
てくだきし1

0越える物と、越えないものとに分けて
ください

°ポリ蜜に入れ、口はしっかりと縮んで
出してください

○できるだけ水分は少なくして出してく
ださい

eI �も �○ 児 �〃 児 �大 

内 �え �島 本 簾 lh �き 本 �型 
な ��簾 か �家 

全 種 �い �ら �e �庭 
ゴ ミ �精 鋼 地 区 �北 tI 地 区 �ゴ ミ 

プ空 � � �ノヾ　テ 
1 月 9 �ラカ スン チ、 ツ空 �1 月 �1 月 �ツレ トビ 机冷 

日 及 び �クビ 製ン 晶、 �23 日 �9 日 �、蔵 い庫 す、 、衆 目具 

カ ゴラ 

1 月 �ムス 等窄 陶 器 �水 �水 �転‘ 喜連 等具 

23 日 ����よ、 

類 ���と ん 

1月のし尿収集予定表

収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

4（金） �西町、浅木の一郭 �尾崎、若松、虫生津、 上別府（花園） 

5（土） �東町 �広漠 

7（月） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

8（火） � � 

16（水） �旧停（旧3号線北側）、鬼津、 若松 � 

7（木） �旧停（旧3号線南側）、鬼津 � 

18（金） �遭賀川 � 

19（士⊃ �遠賀IiI、新町 � 

1（月） �新町 �鬼津 

2（火） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

（水） �新町、広渡（中牢固） �別府、千代丸、鬼津（小鳥掛） 

4（木） � � 

5（金） �上別府、虫生活、浅木 � 

（土⊃ �今古賀、尾崎 � 

8（月） �別府 � 

（火） �尾崎 �鬼津、若松、松ノ木、道営 

0（水） �浅木 �老良 

1（木） �若葉台、堂塔寺、上別府、達吉 �鳥掛）、尾崎（蟹喰） 

1
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
表

▽
郷
　
日
　
1
月
7
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
か
ら
1
0
時
0
0
分
の
問

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
生
後
1
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
晶
母
子
手
帳

▽
内
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
金
　
無
料

圏
忠
息
口
）

▽
期
　
日
　
1
月
8
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
役
憩
歴
窒

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
馨
晶
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑
持
参

▽
内
容
産
前
・
産
後
の
知
識

妊
婦
体
操

▽
料
金
　
無
料

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
韓
瓢
駕

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
に
は
、
空
気

中
に
病
原
体
の
ウ
イ
ル
ス
が
う
よ
う
よ
し
て

お
り
、
だ
れ
も
が
、
多
か
れ
少
な
か
れ
感
染

の
．
危
機
．
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
切
な
の
は
感
染
し
て
も
発
病
し
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

ふ
だ
ん
か
ら
体
の
抵
抗
力
を
養
っ
て
お
く
こ

と
が
第
一
で
す
。

で
は
、
ふ
だ
ん
体
に
抵
抗
力
を
つ
け
る
に

は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
運
動
な
ど
で
体
を
き
た
え
る
こ
と
の

ほ
か
、
乾
布
ま
き
つ
や
薄
着
の
習
慣
を
つ
け

て
皮
膚
を
鍛
錬
し
、
体
温
の
保
持
を
よ
く
す

る
。
ま
た
、
食
事
は
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

よ
く
考
え
て
体
力
を
蓄
え
る
こ
と
が
大
切
で

す。
そ
し
て
、
流
行
時
に
は
、
規
則
正
し
い
日

常
生
活
で
体
調
を
保
ち
、
過
労
に
な
ら
な
い

よ
－
つ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
外
、
汗



子宮内避妊練兵の使用にあたって
は、十分医師に柏駁しましょう

繊
園
圏

）6（聞入
胸筋㊧公

避
　
妊
　
の
　
話
　
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

⑨

爆
撃

前
回
の
コ
ン
ド
ー
ム
法
に
結
い

て
第
二
の
避
妊
法
は
何
で
し
ょ
う

か。
学
問
的
に
は
、
子
宮
内
避
妊
器
具
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な

材
質
で
さ
ま
ざ
ま
な
型
式
の
も
の
が
作
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
今
一
番
多
く
使
わ
れ
て
い
る

も
の
が
輪
状
の
も
の
で
、
俗
に
『
リ
ン
グ
』

と
い
う
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

避
妊
リ
ン
グ
は
多
種
多
様
で
あ

る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
に
せ
よ
避
妊
の
た
め
に
あ
る

種
の
異
物
を
入
れ
る
こ
と
に
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

全
く
そ
う
で
す
。
歴
史
的
に
は
紀
元
前
に

ア
ラ
ビ
ア
、
ト
ル
コ
で
は
ラ
ク
ダ
の
ヱ
壷
に

小
石
を
入
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
十
九
胎

紀
に
入
り
高
位
薬
種
や
月
経
困
難
症
を

治
績
す
る
た
め
金
属
の
器
具
が
使
用
さ
れ
ま

した。日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
試
作
さ
れ

ま
し
た
が
、
実
用
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
ナ
イ
ロ
ン
や
ポ
リ
エ
チ
レ

ン
等
の
柴
崎
ら
し
い
化
学
材
料
が
発
明
さ

れ
、
こ
れ
ら
で
作
ら
れ
た
リ
ン
グ
は
人
体
に

刺
激
作
用
の
な
い
こ
と
が
分
り
、
厚
生
省
も

昭
和
四
十
九
年
に
は
無
智
に
し
て
確
実
な
避

妊
法
と
し
て
製
造
の
許
可
を
与
え
た
の
で

す。

リ
ン
グ
に
よ
る
避
妊
の
原
理
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
千
に
近
い
研
究
が

あ
り
ま
す
が
、
充
分
説
き
明
か
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
た
だ
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
は
、
卵
と

精
子
の
受
精
を
妨
げ
る
の
で
は
な
く
受
精
卵

空
音
口
内
膜
に
着
床
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る

こ
と
だ
け
で
す
。
リ
ン
グ
と
い
う
異
物
を
子

宮
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
子
宮
や
卵
管
の
連

動
が
高
ま
る
こ
と
あ
る
い
は
内
膜
に
炎
症
を

邁
し
て
い
る
と
い
う
考
え
、
さ
ら
に
子
宮
内

波
の
変
質
等
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
生

休
反
応
の
表
れ
と
思
い
ま
す
。

次
回
に
述
べ
る
避
妊
薬
よ
り
も
個
人
差
が

強
く
、
リ
ン
グ
に
合
う
、
合
わ
ぬ
と
言
わ
れ

る
の
も
こ
の
た
め
で
す
。
　
（
つ
つ
く
）

．
人
生
八
十
年
時
代
．
壱
迎
え
た
今
日
、

も
は
や
五
十
代
を
老
年
と
呼
ぶ
の
は
適
切
で

は
な
い
よ
う
で
す
。
そ
の
た
め
か
、
四
十
代

後
半
か
ら
六
十
五
賎
く
ら
い
ま
で
を
、
．
熟

年
．
と
い
う
呼
び
方
が
葱
し
て
き
て
い
ま

す。

変
化
す
る
定
年
後
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル

苗
は
、
定
年
退
職
後
は
隠
居
生
活
と
い
う

の
か
普
通
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
し

か
し
、
寿
命
が
延
び
た
今
日
で
は
、
こ
の
第

二
の
人
生
で
何
か
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を
し
た

い
と
い
う
、
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
持
つ
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
仕
率
が
趣
味

だ
か
ら
、
死
ぬ
ま
で
涜
け
る
と
い
う
人
も
い

ま
す
し
、
自
然
科
学
や
社
会
科
学
の
研
究
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
よ
う
な
社
会
的
領
域

の
も
の
、
宗
教
な
ど
の
精
神
的
領
域
の
も
の

体
を
動
か
す
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で

す。
こ
の
よ
う
に
熟
年
は
．
生
き
が
い
．
と
い

う
精
神
的
な
豊
か
さ
を
求
め
る
帖
代
と
言
え

ま
す
。
決
し
て
．
付
録
の
人
生
．
や
．
お
ま

け
の
人
生
．
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
第
二
の
人

生
、
し
か
も
そ
の
青
春
時
代
を
迎
え
る
と
い

っ
た
積
極
的
な
心
の
姿
勢
を
堅
持
し
た
い
も

の
で
す
。

そ
し
て
、
定
年
後
、
第
二
の
人
生
の
ス
タ

ー
ト
地
点
に
立
っ
て
か
ら
．
何
を
し
よ
う

ま
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

婆
は
一
旦
二
回
「
ご
ほ
ん
で
す
よ
」
と
言

い
、
夕
方
は
「
お
風
呂
が
わ
き
ま
し
た
」
と

告
げ
る
だ
け
、
夫
は
時
々
「
お
ー
い
、
お

茶
」
と
言
っ
だ
け
と
い
う
土
余
も
い
ま
す
。

こ
ん
な
状
態
で
、
老
後
の
何
十
年
か
を
過
ご

さ
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
こ
れ
は

悲
劇
と
言
っ
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
話
と
か
心
の
通
っ
た
会
話
と
い
う
の

は
、
あ
る
と
き
突
然
で
き
る
よ
う
に
な
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
だ
ん
か
ら
、
そ
う

い
う
坊
を
積
み
重
ね
、
習
膜
と
な
っ
て
こ

そ
、
初
め
て
可
能
な
の
で
す
。

中
年
期
を
迎
え
て
忙
し
く
な
っ
て
も
、
で

き
る
だ
け
夫
婦
二
人
で
語
り
合
う
時
間
を
持

つ
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
し
か
も
、
話

定
年
鐙
の
フ
ー
プ
ン
は
の
十
代
か
ら

か
，
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、
四
十
代
の
今

か
ら
具
体
的
に
プ
ラ
ン
を
考
え
、
そ
の
準
備

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
ち
ら
か
ら
仕
掛

け
て
こ
そ
、
熟
年
は
よ
り
実
り
あ
る
も
の
に

な
る
の
で
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
夫
婦
の
会
話
を
…

一
方
、
家
庭
で
は
、
夫
が
定
年
退
職
す
る

こ
ろ
に
は
孟
快
た
ち
も
独
立
し
、
い
よ
い
よ

夫
婦
二
人
だ
け
の
生
酒
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
時
期
、
多
く
の
人
が
訴
え
る
の
は
、

お
互
い
に
話
す
こ
と
が
何
も
な
く
て
、
気
諾

の
内
容
は
日
常
の
雑
談
的
な
も
の
だ
け
に
と

と
ま
ら
ず
、
社
会
的
な
出
来
車
や
共
通
の
本

を
読
ん
だ
感
想
、
時
に
は
映
画
・
音
楽
の
こ

と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
話
題
を
選
ぶ
と
い
い

で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
会
話
を
積
み
重
ね
て
い
っ
て
こ

そ
、
お
互
い
に
理
解
し
合
い
、
い
た
わ
り
合

え
る
未
婚
関
係
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で

す。
熟
年
期
を
．
お
ま
け
の
人
生
，
と
し
な
い

た
め
に
、
四
十
代
の
今
か
ら
具
体
的
な
プ
ラ

ン
を
立
て
て
実
行
に
移
し
ま
し
ょ
う
。



第353号

LPガスを要
uちょっとの用

LPガスは、ふろ・

暖房“関理など、家庭

用エネルギーとして日

常生活に欠かせないも
のとなっています。し

かし、ちょっとした不

注意から恩かぬ事故を

起こすこともあります。

事実、事故の約70パー
セントは、器具の操作

を聞違えるなど使用者
の不注意が原因となっ

ています。

！全に使うための　　＿　5 ��� 

心．′チェックシート・柵日毎遜 
ヽ， 　ヽヽ 00 ���り 言∴∵ （。■”こ婆あ 

r　　　I ��� 

1　　3日雑 ��� 

事故を防ぐためには、

日ころの点検が重要な　　①ガスボンベ　　　　　　割れしていませんか　　　確かめていますか一　使用

ポイントになります。　　10キロ以上のカスホン　　④ガス漏れ警報器　　　　中も、点きこくまれや、風

そこて、LPガスを　　へは地震なとに備えて鎖　　　ガス漏れ警報器は設置　　で火が′肖えていないか確

安全に使うためのチェ

ックポイントを考えて

みました。

のところ（こ

Jマークを入れ

てチェックして

みてください。

なとで固定してますか

②金属管
固定式のカス器具には

金属管ま1二は金属フレキ

管（金属製で自由に動く

管）を使っていますか

（㊦コム管
コム管は十分差し込み

ホースハントてしっかり

止めてありますか＿王手こ

コム筈が古くなり、ヒヒ

してありますか　取り付

けてある場合（お　ガス器

具から4メートル以内、

床上30センチ以下の位置

にありますか

⑤換気
ガス器具を使っている

ときは、換気に十分気を

つけていますか

⑥点火、消火
占火、′肖火は必ず目で

かめていますか

（D元栓
外出などてガス器具を

使わないときは　元栓を

閉めていますか

使っていない元栓には

コムキヤノブがついてい

ますか

（㊦ふろ
、）、ろには排気筒（煙突）

と冷気口がありますか．

彿圃…
四⑰公）7（

妊
婦
の
貧
血
は
、
妊
娠
中
輩
症
や

そ
の
他
の
病
気
に
か
か
り
や
す
く
、

胎
児
の
発
育
を
悪
く
し
た
り
、
未
孤

児
や
陛
雷
児
出
産
の
原
因
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
妊
娠
し
た
ち
貧
血

に
な
ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
癒
し
ま

し
ょ
う
。

さ
て
、
血
液
の
成
分
て
あ
る
赤
血

球
は
酸
素
の
運
び
役
で
す
が
、
も
し
、

こ
れ
が
ス
ト
ノ
ブ
し
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
脳
は
酸
欠
を

起
こ
し
六
秒
間
で
め
ま
い
を
起
こ
し

三
分
間
で
脳
死
で
す
。
赤
血
球
は
、

こ
の
よ
う
に
生
命
維
詩
に
不
可
欠
で

す
が
、
こ
の
主
成
分
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
　
（
血
色
素
）
　
が
少
な
い
と
、
い
く

ら
腑
か
ら
血
液
に
酸
素
が
送
り
出
さ

れ
て
も
、
体
内
の
組
織
に
十
分
な
酸

素
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
だ
か
b
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
を
作

る
鉄
分
の
槙
取
が
大
切
に
な
る
の
で
十

胎
児
は
胎
勉
を
適
し
て
母
体
の
血

液
か
ら
、
母
体
が
ど
う
な
っ
て
い
よ
う

と
お
か
ま
い
な
く
、
鉄
分
を
奪
い
、

誕
生
ま
で
に
二
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
を
超

え
る
量
を
吸
収
し
ま
す
。
胎
児
が
務

う
分
だ
け
で
こ
れ
だ
け
あ
る
の
で
す

か
i
b
、
母
体
が
貧
血
で
鉄
分
の
補
給

が
十
分
行
わ
れ
て
い
な
い
と
、
最
も

大
切
な
出
産
時
に
力
が
出
せ
な
く
な

り
、
時
間
が
長
び
い
た
り
、
異
常
出

産
な
ど
で
胎
児
へ
の
悪
影
部
が
生
じ

や
す
く
な
り
ま
す
。
鉄
分
の
摂
取
に

は
十
分
心
を
く
ぼ
り
ま
し
ょ
う
。

＝
幡
U
教
嬢
く
銭
箱
を
奮
う
＝
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1月上期の遠賀町主要行事

日 �砲 �行　事　内　容i時　間i難会場 ���担当係名1日的及び主胸裏等 �詳　細 

7 �十 �乳　児　相　談巨0－10：30i役嫌健室 ���髄衛生係i生後7－12カ月児 �5ページ 
定例区長会中一i篇2会議望 ���企醐整係南害し轡捕参して � 

8 �火 �妊　婦　相　中：30i役嫌僅室 ���保健衛生係i卿i∴∴幸一ジ 

10 �木 �婦人学級⑤中一12車央公民館 ���社会教育係i婦人学鮭 � 老人会長会巨00－ ��老人憩の家 �福祉＿係i各地区老人クラブ会長 � 

手話諒習会⑨巨00一20中央公民館 ���社会教育係i受酷 � 

11 �金 �園　芸　教　卓9：30－11中央公民館 ���社会教育係i園芸教艶　l 

12 �土 �新春　コ　ン　サ　ート �14：00－1中央公瑚 ��社会教育係国訴譜甥をお得章一ジ 

13 �日 �遠賀郡四力町 � �遠賀組合 運動公田 �庶務係車内4力町糊団、棚番 �2ページ 

⑮ �火 �成　人　式i8：30－12車央公輔 ���社会教育係i新成人　　　十一ジ 

噌麗牲彊譜塵韓譜肇∴萱 等議席羅鵜獅露 　噌・特家す々舞唐子頓がすち獅しすあ 　需要。講義誓言○翠幸手 

永　日をま行すもぐけそるても 精轟瀧議蓋議諾。彊結語舞 

で化わ防’を法昭　し寺古二坊　も財返、　あるの　し　てク　、康 手荒詫墨筆禁詫筆墨講譜筈霊磐睾　い 
切ち　と　一十で、年れ盛運ので月　て稔伝　　たの火∴∴たせ子と 

し、た　日わ度女手がでの　〇十関で的　　う　利Iを　　はす　をわ 
た身のをな　と化　ツ焼あ　日　　大心すな　　で益防　　逃　○見れ 


